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「視覚支援学校・視覚障害者情報センター改築設計公募型プロポーザル」 

質問回答書 

 

令和２年１月２９日 

 

 

 

番号 

 

質  問  事  項 

 

回  答 

   

１ 委託業務に仮設校舎設計が含まれ

ますが，仮設校舎を使用しない提案

をすることは可能でしょうか。 

提案は可能です。 

ただし，要項Ⅳ－５に記載のとおり，

仮設校舎・仮設情報センターの建設に係

る計画内容は本プロポーザルの審査対象

とはしません。 

   

   

２ 

 

 仮設校舎等は計画敷地内に建設す

ると考えてよろしいでしょうか。 

 貴見のとおりです。 

ただし，視覚障害者情報センターの録

音室については，設計業務において検討

します。 

 なお，要項Ⅳ－５に記載のとおり，仮

設校舎・仮設情報センターの建設に係る

計画内容は本プロポーザルの審査対象と

はしません。 

   

   

３ 

 

 仮設校舎の建設位置について制限

など特にないものと考えてよろしい

でしょうか。 

 位置の指定はありません。配置の検討

については，基本構想７に留意願いま

す。 

ただし，視覚障害者情報センターの録

音室については，設計業務において検討

します。 

 なお，要項Ⅳ－５に記載のとおり，仮

設校舎・仮設情報センターの建設に係る

計画内容は本プロポーザルの審査対象と

はしません。 
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４ 

 

仮設校舎建設から新築工事等の工事

期間中は，グラウンド並びに体育館

の利用は中止するとの理解でよろし

いでしょうか。 

グラウンドは使用できないものと想定

していますが，学校教育の実施上，体育

館については使用できない期間が生じな

いようにする必要があるため，事業スケ

ジュール（案）以外のスケジュールを提

案することも可能とします。 

 

   

   

５ 

 

幼稚部の給食は，食堂サービスまた

は教室配膳のどちらの想定でしょう

か。 

 原則として食堂になりますが，年少幼

児等は教室で昼食を取る場合もありま

す。 

  

  

６ 

 

現地見学の際に昼食は生徒・職員共

に寄宿舎の食堂でとるとの説明があ

りましたが，幼稚部も同様でしょう

か，もしくは幼稚部教室への配膳と

なりますでしょうか。 

   

   

７ 

 

グラウンド整備について，新築校

舎等と一体的に整備するものと考え

られますが，事業スケジュールによ

ると，当該設計業務の完了は新築校

舎等の設計完了の１年前となってお

ります。意図をご教授ください。 

 それぞれの設計業務における単独の所

用期間を想定で記載しているためです。 

グラウンド設計の完了については，カ

リキュラム等も踏まえ，スケジュールを

検討します。 

   

   

８ 

 

別添２ P2 の同種類似業務におい

て，小中一貫校で延べ面積 10,000 ㎡

のものは，同種業務であると考えてよ

ろしいでしょうか。 

 貴見のとおりです。 
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９ 

 

新校舎と整備中の寄宿舎との接続

動線に関する要求についてご教示く

ださい（室内通路で連結，屋根だけ

の渡り廊下で接続，接続せずに各玄

関からの出入りとする等々）。 

また，仮設校舎段階での接続に関

しても考え方をご教示ください。 

 新校舎と寄宿舎との間は，開放型渡り

廊下での接続を想定しています。 

 なお，仮設校舎と寄宿舎との接続も同

様の想定です。 

   

   

１０ 

 

校舎・視覚情報センターの合築建

物と，整備中の寄宿舎の基準法上の

関係取り扱いについてご教示くださ

い。 

可分不可分の主事判断や，敷地の

一団地による仮想分割などについて

現段階での指導についてご教示くだ

さい。 

整備中の寄宿舎については，既存校舎

等とは建築基準法上別棟としています。

用途上不可分として計画通知を取得して

います。 

   

   

１１ 

 

 実施要項 別表 2にて「校舎棟・屋

内運動場・視覚障害者支援センター

は建築基準法上の一の建物と区分さ

れるように設計」とありますが，基

本構想 p6にて「視覚支援学校と情報

センターは合築により整備する」と

あります。どちらが正でしょうか。 

 視覚支援学校（校舎棟・屋内運動場）

と視覚障害者情報センターを合築し，建

築基準法上の一の建物となるように設計

してください。 

   

   

１２ 

 

車（公用車・来校者・送迎者等）・バ

イクおよび，自転車の駐車・駐輪台数

（必要数）をご教示ください。 

 整備中の寄宿舎北側に車 25台程度の

駐車場整備を予定（R2工事）してお

り，さらに校地内に車 40台程度の駐車

スペースが必要です。 

 また，学校では公用車としてマイクロ

バス・普通自動車を各 1台（計 2台）所

有しており，その車庫が必要です。 

  

  

１３ 

 

敷地内に整備すべき駐車場台数をご

教示ください。また各機能ごと（支

援学校，情報センター，寄宿舎）も

しくは職員・学校来校者・臨床実習
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室来校者・利用者ごと等の内訳数が

ございましたら合わせてご教示くだ

さい。 

  

  

１４ 

 

 送迎，来客，職員（視覚支援学

校，視覚障害者情報センター，寄宿

舎）における駐車台数はそれぞれど

の程度の想定でしょうか。 

  

  

１５ 

 

 駐車台数について条件等があれば

お教えください。 

   

   

１６ 

 

新寄宿舎の北側，東側（既存寄宿舎

の跡地）の利用計画が決まっていれ

ば，ご教示ください。 

 北側は駐車場（R2整備予定），東側は

今後の設計内容によります（一部，新校

舎等エリアとなることも想定）。 

   

   

１７ 

 

別表２に記載の特別教室の中で，幼

稚部が使用する部屋をご教示くださ

い。 

 分類「普通教室等」の幼稚部教室（３

室），「特別教室等」のプレールーム（う

ち１室）が幼稚部用の専有教室となりま

す。 

 なお，幼稚園設置基準が適用され，園

庭等の整備も必要です。 

   

   

１８ 

 

屋内運動場の想定競技をご教示く

ださい。 

 小中学校，高等学校で行う通常の運動

競技（走，投，器械運動等）の外，視覚

障害者スポーツ（フロアバレーボール，

ゴールボール，サウンドテーブルテニ

ス，ブラインドテニス，ボッチャ等）を

行っています。 

   

   

１９ 別図３の交流の門は現在使用して  教育活動で宮城教育大学附属小学校・



- 5 - 

 

 おりますでしょうか。 視覚支援学校両校児童の移動が必要なと

きに使用しています。 

   

   

２０ 

 

基本構想（7 項・8 項）において，

視覚支援学校と情報センターの整備

概要「②施設の専門的な機能」の項目

にそれぞれ「視覚補助具や視覚補助器

具などの貸し出し，保管，展示などの

一括管理ができる独立した空間を整

備すること」と記載されていますが，

別表 2では情報センターのみ「機器展

示室・機器講習室」の記載があります。

どちらを正とすべきかご教示くださ

い。 

 視覚支援学校の「センター的機能」

は，県内の視覚障害教育を支援する役割

です。そのため，必要な視覚補助具や器

具の保管・展示は，校内の「資料室」

「相談室（うち１室）」を活用すること

を想定しています。 

 情報センターの「機器展示室・機器講

習室」は，視覚支援学校の機能とは別室

になります。 

   

   

２１ 

 

基本構想（9項）に「教室と実習室

はエリア分け」との記載があります

が，ここでいう実習室とは別表 2 の

「臨床実習室」と「臨床実習予診室」

と理解してよろしいでしょうか。 

 貴見のとおりです。 

   

   

２２ 

 

基本構想（6項）に「支援学校と情

報センターの配置及び高層化につい

ては，設計業務において議論する」と

あり，（10項）には「ＲＣ造 4階建て

または 3階建て」との記載があります

が，それぞれの階数は提案によると理

解してよろしいでしょうか。 

 貴見のとおりです。 

 設計業務において提案のもとに協議の

上，決定します。 

   

   

２３ 

 

既存の視覚障害者情報センターの

平面図（間取り図）があれば頂けない

でしょうか。 

視覚支援学校及び視覚障害者情報セン

ターの既存間取り図は添付図１のとおり

です。 
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２４ 

 

 参加申込書・技術提案書作成要領の

１－（２）－ホ－（ロ）－ｃにおける

建築士法第２４条の４に基づく帳簿

の写しは，業務記録台帳の写しと考え

てよろしいでしょうか。 

任意の帳簿や台帳ではなく，建築士法

第２４条の４に基づく帳簿としてくださ

い。 

なお，記載内容すべてを明確に証明で

きる書類の添付があれば，要項に例示し

ているすべての書類の添付がなくても支

障ありません。 

   

   

２５ 

 

 新設寄宿舎に入舎する利用者の想

定人数，および年齢層についてご教示

ください。 

 新寄宿舎の定員は２４名です。 

 小学生から成人（２０歳以上）までの

児童生徒が入舎します。 

 なお，男女を階で分けています。 

   

   

２６ 

 

 新設寄宿舎の玄関，食材等搬入口，

またそれに対する敷地出入口の位置

をご教示ください。 

 新設寄宿舎の玄関，食材等搬入口に対

する敷地出入口は添付図２のとおり想定

しています。 

 その他の出入口は今後の設計内容によ

ります。 

   

   

２７ 

 

 寄宿舎利用の生徒について，学校生

活のスケジュールを教えてください。 

 月曜日から木曜日滞在。金曜日授

業終了後，帰省。月曜日，朝登校で

よろしいでしょうか。 

 小学部から高等部普通科までの児童生

徒は，質問のとおりです。 

 理療科・保健理療科の成人舎生は，日

曜日の夕方に寄宿舎に戻って宿泊する生

徒もいます。 

   

   

２８ 

 

 スクールバスの利用人数，および利

用者の年齢層についてご教示くださ

い。 

 現在は約２０名です。 

 小学生から成人（２０歳以上）までの

児童生徒が利用します。 

   

   

２９ 

 

 保護者等の送迎により通学してい

る人数，および利用者の年齢層につい

【視覚支援学校】 

 １５名程度です。 
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てご教示ください。  幼稚部から高等部普通科生徒までが対

象です。（寄宿舎生送迎を含む。） 

 車いす等の利用や福祉車両を利用して

の送迎もあります。また，放課後ケア事

業所（約１０事業所）が送迎で利用する

ことがあります。 

【視覚障害者情報センター】 

 幼児から高齢者まで幅広い年代の方々

が利用しますが，中でも５０代～７０代

の方が多くなっています。 

   

   

３０ 

 

 敷地の測量図，またはＣＡＤデータ

がございましたらご提供いただけま

すでしょうか。 

 測量図はありません。敷地図（PDFデ

ータ）は添付図３のとおりです。 

  

  

３１ 

 

 縮尺が分かる敷地図がございまし

たらご提供ください。 

   

   

３２ 

 

 現在，中庭等の植栽について，基本

移植という考え方でよろしいでしょ

うか。 

 工事中について敷地内，植えかえの

作業は必要でしょうか。 

 植栽については，基本的には新植と

し，既存の中庭等の植栽は伐採・抜根と

なることを想定していますが，一部，移

植を検討している植栽等については，設

計段階で別途協議したいと考えていま

す。   

  

３３ 

 

外構・既存植栽について，整備方針

があればお教えください。 

   

 











 

添付図３ 

縮尺 Ａ２=１：５００ 

敷地図 


